
7
2017

No.431

今月の表紙:北の大地のバルーンフェスティバル

提供：上士幌町　場所:北海道上士幌町

賃貸経営の最新動向

15

197

12

4

2

8
シリーズ企画

北海道会企画
中札内村が誇る、安心・安全・高品質な枝豆

ご当地自慢
北海道上士幌町

事務所訪問
税理士法人共明会計

第42回 全国統一研修会 新潟大会
開催のご案内

ミロクシステムQ&A
『記帳くんCloud』

リレーエッセイ
北海道ミロク会計人会　志田 達也

14
ミロク会計人会からのお知らせ
＆MJSからのお知らせ

channel_1707_fin.indd   21 2017/06/19   9:56



会
場
：
飛
翔（
3
階
）

演
題
：「
お
米
の
経
済
学
」

講
師
：
作
家

　

浅あ

さ

だ田 

次じ

ろ

う郎 

氏

■日程　平成29年11月9日（木）
■会場　ANAクラウンプラザホテル新潟
〒950-8531新潟県新潟市中央区万代5-11-20
TEL：025-245-3333

■受付／午後0時30分～
■式典・基調講演／午後1時45分～午後4時00分
■第1・2・3分科会／午後4時30分～午後6時00分
■懇親パーティ／午後6時30分～午後8時30分

主催：ミロク会計人会連合会
担当：関東信越ミロク会計人会
協賛：株式会社ミロク情報サービス

日
々
刻
々
と
移
り
変
わ
る
世
界
を

見
つ
め
、
常
に
最
新
の
情
報
や
知
識
、

技
術
を
皆
様
に
提
供
し
開
催
し
て
き

た
全
国
統
一
研
修
会
。
42
回
目
の
今

回
は
、
事
務
所
を
経
営
し
て
い
く
上

で
心
得
て
お
き
た
い
こ
と
、
そ
し
て

顧
問
先
企
業
へ
経
営
面
で
助
言
や
ア

ド
バ
イ
ス
を
す
る
際
に
役
立
つ
情
報

な
ど
を
発
信
す
る
研
修
を
企
画
し
て

い
ま
す
。

基
調
講
演
に
は
、『
鉄
道
員
』
で

第
1
1
7
回
直
木
賞
を
受
賞
し
た
、

作
家
の
浅
田 

次
郎
氏
を
お
招
き
し
、

「
お
米
の
経
済
学
」
を
テ
ー
マ
に
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

第
1
分
科
会
は
、
講
師
に
東
京
大

学
大
学
院 

法
学
政
治
学
研
究
科
・
法

学
部 

教
授
で
政
府
税
制
調
査
会 

会

長
の
中
里 

実
氏
を
お
招
き
し
、「
中

間
層
の
本
音
と 

ど
う
向
き
合
う
か
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ
れ
ま
す
。

第
2
分
科
会
で
は
、
全
国
的
に
有

名
な
日
本
酒
「
越
乃
寒
梅
」
の
酒
造

元
で
あ
る
石
本
酒
造
（
株
）
取
締
役

で
杜と

う
じ氏
の
竹
内 

伸
一
氏
に
、『
越
乃

寒
梅 

「
伝
統
の
継
承
」 「
挑
戦
」 「
お

も
て
な
し
」』
と
い
う
演
題
で
お
話

し
い
た
だ
き
ま
す
。

第
3
分
科
会
で
は
、（
株
）
新
潟

放
送 

代
表
取
締
役
会
長
（
2
0
1
7

年
6
月
29
日
就
任
予
定
）
の
竹
石 

松
次
氏
に
よ
る
「
新
潟
か
ら
世
界
を

拓
く
〜
前
島
密
・
大
倉
喜
八
郎
・
南

場
智
子
氏
〜
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講

演
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
当
日
の
会
場
で
は
今
回
で

５
回
目
と
な
る
郷
土
物
産
展
を
開
催

し
ま
す
。
他
に
も
翌
日
に
は
フ
ォ
レ

ス
ト
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
の
懇
親

ゴ
ル
フ
大
会
や
、
新
潟
県
や
近
県
を

巡
る
記
念
旅
行
な
ど
も
開
催
さ
れ
ま

す
。全

国
統
一
研
修
会
に
、
多
数
の
皆

様
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

基

調

講

演

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
5
1
年
東
京
都
生
ま

れ
。
95
年
に
『
地メ

ト

ロ

下
鉄
に
乗
っ

て
』
で
第
16
回
吉
川
英
治
文
学
新

人
賞
、
97
年
に
『
鉄ぽ
っ
ぽ
や

道
員
』
で
第

1
1
7
回
直
木
賞
、2
0
0
0
年
に

朱鷺めき　熱い心で　感動を

第 42回全国統一研修会

新潟大会

撮影者：森 清（もり きよし）
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●
第
5
回
郷
土
物
産
展

日
程
／
平
成
29
年
11
月
9
日（
木
）

　
　
　
午
後
0
時
30
分
～
午
後
7
時

会
場
／
3
階
ホ
ワ
イ
エ

●
懇
親
ゴ
ル
フ
大
会

日
程
／
平
成
29
年
11
月
10
日（
金
）

会
場
／
フ
ォ
レ
ス
ト
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ

〒
9
5
9-

2
3
3
2

新
潟
県
新
発
田
市
万
代
8
5
5

※
定
員
1
1
8
名

●
記
念
旅
行

日
程
／
平
成
29
年
11
月
10
日（
金
）　

　
　
　
～
12
日（
日
）

※
旅
程
は
次
号
に
て
紹
介
し
ま
す

『
壬み

ぶ

ぎ

し

で

ん

生
義
士
伝
』
で
第
13
回
柴
田

錬
三
郎
賞
、
06
年
に
『
お
腹
召
し

ま
せ
』
で
第
1
回
中
央
公
論
文
芸

賞
、
第
10
回
司
馬
遼
太
郎
賞
、
08

年
に
『
中
原
の
虹
』
で 

第
42
回
吉

川
英
治
文
学
賞
、
10
年
に
『
終
わ

ら
ざ
る
夏
』
で
第
64
回
毎
日
出
版

文
化
賞
、
17
年
に
『
帰
郷
』
で
第

43
回
大
佛
次
郎
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
。

多
彩
な
作
風
で
多
く
の
読
者
を
魅

了
し
続
け
て
い
る
。
近
著
は
『
天

子
蒙
塵
』
第
1
巻
・
第
2
巻 

（
講

談
社
）。
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
長
。

●

会
場 

： 

芙
蓉
／
東（
2
階
）

演
題 

： 「
中
間
層
の
本
音
と

ど
う
向
き
合
う
か
」

講
師 

： 

東
京
大
学
大
学
院 

法
学
政
治
学

研
究
科
・
法
学
部 

教
授

政
府
税
制
調
査
会 

会
長

中な
か
ざ
と里 

実み
の
る 

氏

会
場 

： 

芙
蓉
／
中（
2
階
）

演
題 

： 『
越
乃
寒
梅 

「
伝
統
の
継
承
」 

「
挑
戦
」 「
お
も
て
な
し
」』

講
師 

： 

石
本
酒
造
株
式
会
社

取
締
役・杜
氏

竹た
け
う
ち内 

伸し
ん
い
ち一 

氏

会
場 

： 

芙
蓉
／
西（
2
階
）

演
題 

： 「
新
潟
か
ら
世
界
を
拓
く

～
前
島
密
・
大
倉
喜
八
郎
・
南
場

智
子
氏
～
」

講
師 

： 

株
式
会
社
新
潟
放
送

代
表
取
締
役
会
長

※

竹た
け
い
し石 

松ま
つ
じ次 

氏

第

一

分

科

会

第

二

分

科

会

第

三

分

科

会

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
6
5
年
群
馬
県
生
ま
れ
。

東
京
農
業
大
学
醸
造
学
科
を
卒
業

し
、
88
年
4
月
1
日
以
来
、
石
本

酒
造
に
勤
続
29
年
。
同
社
の
杜
氏

と
し
て
、
正
社
員
18
名
と
季
節
従

業
員
11
名
、
合
計
29
名
の
蔵
人
の

長
と
し
て
越
乃
寒
梅
の
味
を
守
る
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
4
3
年
新
潟
県
生
ま
れ
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
5
4
年
7
月
埼
玉
県
生
ま

れ
。
78
年
3
月
、
東
京
大
学
法
学

部
卒
業
後
、
東
京
大
学
法
学
部 

助

手
（
指
導
教
授
、
金
子
宏
名
誉
教

授
）。
そ
の
後
、
一
橋
大
学 

助
教

授
、
東
京
大
学 

助
教
授
等
を
経
て
、

97
年
1
月
よ
り
、
東
京
大
学
大
学

院
法
学
政
治
学
研
究
科 

教
授
。
現

在
に
至
る
。2
0
0
4
年
8
月
か
ら

05
年
3
月
ま
で
、
ハ
ー
バ
ー
ド
・

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
客
員
教
授
を
務
め
る
。

ま
た
、1
9
9
1
年
か
ら
2
0
1
2

年
ま
で
政
府
税
制
調
査
会
の
専
門

員
、
特
別
委
員
、
専
門
家
委
員
会

委
員
を
歴
任
。
現
在
は
12
年
10
月

よ
り
租
税
法
学
会 

理
事
長
、
13
年

6
月
よ
り
政
府
税
制
調
査
会 

会
長

（
16
年
9
月
、
再
任
）、
14
年
3
月

よ
り
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ロ
ー
ス
ク
ー

ル
日
本
同
窓
会 

会
長
、
15
年
4
月

よ
り
関
税
等
不
服
審
査
会 

会
長
を

務
め
る
。
専
門
は
租
税
法
（
特
に

デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
等
の
金
融
取
引
の

国
際
課
税
）、
財
政
法
、
法
と
経

済
学
。
著
書
に
『
国
際
取
引
と
課

税
』『
金
融
取
引
と
課
税
』『
タ
ッ

ク
ス
シ
ェ
ル
タ
ー
』（
有
斐
閣
）、

『Japanese Law
: A
n Econom

ic 

A
pproach

』（U
niversity of 

新
潟
県
の
醸
造
技
術
伝
承
を
目
的

と
し
設
立
さ
れ
た
「
新
潟
清
酒
学

校
」
で
は
自
ら
も
卒
業
生
で
あ
る

だ
け
で
は
な
く
、
教
務
主
任
を
務
め
、

新
潟
清
酒
の
継
承
と
発
展
に
尽
力

す
る
。
現
在
は
酒
造
り
の
み
な
ら
ず
、

定
期
的
に
国
内
外
で
顧
客
と
の
交
流
、

酒
造
好
適
米
の
生
産
者
と
も
積
極

的
に
交
流
し
、
活
躍
の
場
を
広
げ
る
。

趣
味
は
晩
酌
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

●

66
年
に
法
政
大
学
社
会
学
部
社
会

学
科
を
卒
業
し
、
67
年
に
（
株
）

新
潟
放
送
入
社
。2
0
0
7
年
6

月
に
代
表
取
締
役
社
長
、
17
年
6

月
に
代
表
取
締
役
会
長
に
就
任
※
。

主
な
公
職
と
し
て
、
新
潟
県
特
別

職
報
酬
等
審
議
会 

委
員
、
新
潟
経

済
同
友
会 

副
代
表
幹
事
、
法
政
大

学
評
議
員
、
学
校
法
人
北
越
高
等

学
校
理
事
長
を
務
め
る
。
主
な
著

書
に
『
J
R
東
日
本
新
潟
支
社
出

発
進
行
』『
誇
り
た
か
き
新
潟
の
52

人
』（
と
も
に
新
潟
日
報
事
業
社
）。

※
2
0
1
7
年
6
月
29
日
開
催
の

定
時
株
主
総
会
に
て
就
任
予
定

Chicago Press, H
arvard Law

 

School

のM
ark Ram

seyer

と
共

著
）、『
租
税
法
と
市
場
』（
金
子
宏
、

マ
ー
ク
・
ラ
ム
ザ
イ
ヤ
ー
と
共
編
著
、

有
斐
閣
）。

●
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帯
広
で
働
き
始
め
て
感
じ
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性

―
和
宏
先
生
は
も
と
も
と
千
葉
の

専
門
学
校
で
会
計
や
簿
記
の
講
師
を

務
め
て
お
り
、
帯
広
に
戻
る
予
定
は

な
か
っ
た
そ
う
で
す
ね
。
ど
の
よ
う

な
思
い
で
帯
広
に
戻
り
、
事
務
所
を

承
継
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
し
ょ
う

か
。

野
田 

和
宏
所
長
（
以
下
、
和
宏
所

長
）　
講
師
と
し
て
の
生
活
は
充
実
し

て
お
り
、
帯
広
に
戻
る
つ
も
り
は
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
ふ
と
父
の
気
持

ち
を
考
え
て
み
た
こ
と
が
あ
っ
た
の

で
す
。
自
分
で
創
業
し
、
職
員
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
育
て
て
き
た

事
務
所
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
は

辛
い
の
で
は
な
い
か
、
と
。
ま
た
そ

う
な
っ
た
ら
、
顧
問
先
や
職
員
の
皆

さ
ん
に
も
多
大
な
苦
労
や
迷
惑
を
か

け
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
考
え

る
よ
う
に
な
り
、
思
い
切
っ
て
帯
広

に
戻
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
と
は
い

え
、
父
に
面
と
向
か
っ
て
そ
の
よ
う

な
こ
と
を
伝
え
る
の
も
照
れ
く
さ
い

の
で
、
特
に
何
も
相
談
せ
ず
に
帯
広

に
戻
っ
て
事
務
所
に
入
所
し
、
税
理

士
試
験
の
勉
強
を
し
な
が
ら
実
務
経

験
を
積
ん
で
い
き
ま
し
た
。

―
会
計
や
簿
記
を
教
え
て
い
た

と
は
い
え
、
理
論
と
実
務
で
は
異
な

る
部
分
も
多
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
は
ど
う
で
し

　北海道帯広市の税理士法人共明会計は、鎌田 良則先生が開業した事務所と野田 稔先生が開業した事務所が
合併して2016年に誕生した法人です。現在、野田 稔先生が会長となり、ご子息の野田 和宏先生が所長として
事務所経営の中核を担っています。そこで、和宏先生に現在の事務所の取り組みについて伺いました。

青年会議所で培った人脈を生かして
顧問先や職員と〝共〟に〝明〟るい明日を創造する

所在地 北海道帯広市西5条南27-2-6
法人設立 2016年
職員数 19名
TEL 0155-22-1314
FAX 0155-24-7727
導入システム/ACELINK NX-Pro

事 務 所 訪 問

税理士法人共明会計

北海道帯広市
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た
か
。

和
宏
所
長
　

専
門
学
校
で
は
税
務
会

計
の
ル
ー
ル
を
教
え
て
い
ま
し
た
が
、

事
務
所
で
は
そ
れ
を
顧
問
先
の
た
め

に
実
践
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

当
然
、
机
上
の
論
理
と
は
異
な
る
部

分
が
多
く
、
戸
惑
う
こ
と
も
し
ば
し

ば
あ
り
ま
し
た
。
や
は
り
現
場
で
は

臨
機
応
変
か
つ
柔
軟
な
対
応
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
。

―
そ
の
他
、
帯
広
に
戻
っ
て
き
て

感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

和
宏
所
長
　

首
都
圏
に
比
べ
て
圧
倒

的
に
人
と
人
と
の
距
離
感
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
事
務
所
が
地
域
と
深
く
関
わ
っ

て
存
在
し
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
も

多
々
あ
り
ま
し
た
の
で
、
事
務
所
の

一
員
と
し
て
私
自
身
も
積
極
的
に
地

域
と
関
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

―
そ
の
一
環
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

昨
年
ま
で
一
般
社
団
法
人
帯
広
青
年

会
議
所
の
副
理
事
長
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
た
そ
う
で
す
ね
。

和
宏
所
長
　

帯
広
に
戻
っ
て
3
年
目

か
ら
帯
広
青
年
会
議
所
の
会
員
に
な

り
、
ほ
ぼ
毎
日
の
よ
う
に
青
年
会
議

所
の
活
動
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
間
は
休
日
も
な
け
れ
ば
昼
も
夜

も
関
係
な
い
と
い
っ
た
生
活
で
し
た

が
、
お
か
げ
で
帯
広
は
も
ち
ろ
ん
、

全
国
に
素
晴
ら
し
い
先
輩
や
仲
間
た

ち
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

―
人
脈
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き

た
わ
け
で
す
ね
。

和
宏
所
長
　

北
海
道
の
稚
内
か
ら
沖

縄
の
宮
古
島
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
地
域

の
経
営
者
の
方
々
と
知
り
合
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
多
様
な
業
種
の

方
々
と
接
点
を
持
ち
、
頻
繁
に
情
報

交
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、

今
後
の
顧
問
先
支
援
に
も
活
用
で
き

る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
会
員
の
中

に
は
同
業
の
方
も
数
多
く
い
た
の
で
、

事
務
所
経
営
や
顧
問
先
支
援
に
関
し

て
刺
激
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
特
に
都
市
部
で
活
動
さ
れ
て
い

る
先
生
方
は
情
報
に
対
す
る
感
度
が

高
く
、
感
心
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
で
す
。

明
る
い
雰
囲
気
づ
く
り
と

専
門
知
識
の
向
上
に
挑
戦

―
共
明
会
計
の
強
み
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

和
宏
所
長
　

業
種
に
特
化
し
た
り
、

特
別
な
取
り
組
み
を
推
進
し
た
り
と

い
っ
た
こ
と
は
な
い
の
で
す
が
、
端

的
に
い
え
ば
「
職
員
が
全
員
、
明
る

く
て
働
き
者
」
と
い
う
こ
と
が
強
み

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
当
事

務
所
で
は
担
当
制
を
採
用
し
て
お
り
、

一
つ
の
顧
問
先
に
対
し
て
長
年
に
わ

た
っ
て
一
人
の
職
員
が
担
当
を
務
め

ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
職
員
一
人
ひ
と

り
が
明
る
く
て
働
き
者
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
う
で
あ

る
が
ゆ
え
に
顧
問
先
の
皆
さ
ん
か
ら

気
軽
に
安
心
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み

や
課
題
を
打
ち
明
け
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
て
い
る
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
際
に
は
各
人
の
適
性
を
考
慮
し

た
上
で
、
担
当
す
る
顧
問
先
を
決
め

た
り
変
更
し
た
り
し
て
調
整
を
図
っ

て
い
ま
す
。

―
顧
問
先
の
悩
み
や
課
題
は
多
岐

に
わ
た
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら

に
対
応
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

和
宏
所
長
　

組
織
の
上
層
に
あ
る
私

や
父
と
い
っ
た
税
理
士
と
現
場
で
動

い
て
い
る
職
員
の
皆
さ
ん
の
考
え
を

頻
繁
に
す
り
合
わ
せ
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
と
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
バ
ラ
ン
ス
を

取
り
つ
つ
、
顧
問
先
か
ら
求
め
ら
れ

て
い
る
サ
ー
ビ
ス
や
対
応
を
考
え
、

実
践
し
て
い
く
よ
う
に
心
が
け
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
ま
す
ま
す
顧
問

先
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
が
進
ん
で
い

く
の
で
、
そ
う
い
っ
た
方
針
を
よ
り

大
切
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
そ
う
や
っ
て
税
理
士

と
職
員
の
間
の
風
通
し
を
良
く
し
て

い
く
た
め
に
も
、
明
る
い
雰
囲
気
を

維
持
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
こ
う
し

た
考
え
方
は
「〝
共
〞
に
〝
明
〞
る

い
明
日
を
創
造
し
ま
し
ょ
う
」
と
い

う
当
事
務
所
の
理
念
に
通
じ
る
と
こ

ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

―
一
方
で
相
談
さ
れ
た
内
容
に
臨

機
応
変
に
対
応
す
る
に
は
専
門
的
な

知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
に
な
る
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
あ
た
り
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

和
宏
所
長
　

ま
さ
に
そ
こ
に
力
を
入

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
現
在
、
週
に

3
回
、
当
事
務
所
の
2
階
に
あ
る
研

修
室
で
専
門
学
校
な
ど
の
ビ
デ
オ
教

材
を
使
っ
た
所
内
研
修
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
地
方
で
は
な
か
な
か
情
報

を
集
め
た
り
、
学
ん
だ
り
で
き
る
機

会
が
な
い
の
で
、
今
後
も
こ
う
し
た

研
修
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、

全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い

き
、
税
務
や
財
務
分
析
に
立
脚
し
た

提
案
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

―
す
で
に
和
宏
先
生
が
所
長
、
父

上
が
会
長
と
い
う
肩
書
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
父
上
と
業
務
上
の
役
割
を

分
担
し
た
り
し
て
い
る
の
で
す
か
。

和
宏
所
長
　

特
に
役
割
分
担
は
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
基
本
的
に
父
は
一
刻

も
早
く
事
務
所
経
営
の
権
限
を
私
に

す
べ
て
移
譲
し
た
い
と
考
え
て
い
る

よ
う
で
す
。
私
と
し
て
は
一
気
に
父

の
仕
事
を
引
き
受
け
る
の
は
大
変
な

の
で
、
ま
だ
ま
だ
父
に
は
現
役
で
い

て
も
ら
っ
て
、
徐
々
に
権
限
移
譲
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
事
務
所
に
は
父
と
同
世
代

の
税
理
士
や
職
員
の
方
々
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、
働
い
て
い
た
だ
け

る
限
り
は
で
き
る
だ
け
長
い
間
、
働

き
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て通りに面した一面に窓が設置され、明るい光が入ってく

る事務所内

事 務 所 訪 問
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事 務 所 訪 問

「“共”に“明”るい明日を創造する」事務所づくりを目指す
野田 和宏所長

野田 和宏所長

和宏先生は次男だったこともあって、もと

もと税理士になるつもりがなく、高校時代は

薬剤師になりたいと考えていたそうです。と

ころが、兄上が税理士の道を歩まなかったこ

ともあり、漠然と専門学校や大学で会計や簿

記を学ぶことに。そして、千葉の専門学校で

講師を務めた後、2009年に帯広に戻り、父上

の事務所に勤務するようになりました。その

後、実務をこなしながら試験勉強に打ち込み、

12年に税理士資格を取得しました。

税 理 士 ま で の 歩 み

い
ま
す
。

青
年
会
議
所
時
代
の
人
脈
が

将
来
の
顧
問
先
候
補
に
つ
な
が
る

―
昨
今
の
顧
問
先
や
地
域
の
状
況

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

和
宏
所
長
　

帯
広
市
が
あ
る
十
勝
管

内
は
第
一
次
産
業
の
所
得
水
準
が
高

く
、
道
内
で
は
経
済
が
比
較
的
安
定

し
て
い
る
地
域
で
す
。
ま
た
、
先
述

し
た
よ
う
に
地
域
内
の
連
帯
感
が
強

い
た
め
、
野
菜
一
つ
と
っ
て
も
で
き

る
だ
け
地
元
の
も
の
を
購
入
し
、
地

域
に
還
元
し
よ
う
と
い
う
傾
向
が
強

い
地
域
で
す
。
そ
の
た
め
、
都
市
部

と
比
較
し
て
無
理
な
価
格
競
争
が
あ

ま
り
生
じ
て
お
ら
ず
、
企
業
が
成
長

し
や
す
い
土
壌
が
あ
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
状
況
が
い
つ

ま
で
も
続
く
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
今

後
は
顧
問
先
と
の
信
頼
関
係
を
維
持

し
な
が
ら
も
、
各
業
界
の
情
報
な
ど

税
務
会
計
以
外
の
こ
と
に
も
ア
ン
テ

ナ
を
立
て
、
よ
り
顧
問
先
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

―
顧
問
先
か
ら
は
最
近
、
ど
の
よ

う
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
が
増

え
て
い
ま
す
か
。

和
宏
所
長
　

事
業
承
継
に
関
す
る
相

談
を
受
け
る
こ
と
が
増
え
て
い
ま
す
。

た
だ
、
中
に
は
担
い
手
が
お
ら
ず
、

残
念
な
が
ら
事
業
を
整
理
さ
れ
る
方

も
多
く
、
今
後
は
ま
す
ま
す
そ
の
ス

ピ
ー
ド
が
加
速
し
て
い
く
よ
う
に
感

じ
て
い
ま
す
。

―
そ
う
い
っ
た
状
況
に
つ
い
て
、

何
か
対
策
は
講
じ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

和
宏
所
長
　

そ
う
な
っ
た
時
に
こ
そ
、

青
年
会
議
所
で
培
っ
て
き
た
人
脈
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
生
き
て
く
る
と
思

い
ま
す
。
す
で
に
何
人
か
の
経
営
者

の
方
か
ら
顧
問
契
約
を
締
結
し
た
い

と
い
う
相
談
を
受
け
て
い
る
の
で
す

が
、
現
時
点
で
は
職
員
の
人
数
が
不

足
し
て
お
り
十
分
な
対
応
が
で
き
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
徐
々
に
事
務

所
の
体
制
を
整
え
な
が
ら
新
規
の
顧

問
先
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

　私は高校卒業後、自動車販売会社で働き
ながら簿記を学び、次第に税理士を目指し
てみようと考えるようになりました。そ
して、帯広の税理士事務所での勤務を経て、
東京の短期大学で集中的に学びました。そ
の後、地元に戻って再び税理士事務所（現
在のさくら税理士法人）に勤務しながら試
験勉強に打ち込み、35歳のときに税理士試

　商業高校に在校していた折に税理士と
いう資格のことを知り、その道を目指すこ
とにしました。卒業後は上京して東京の
税理士事務所で働きながら試験勉強に励み、
3科目を取得した時点で帯広に戻って、再
度、税理士事務所に勤務し始めました。そ
の後、札幌の専門学校で学業に専念するな

　学生時代に資格ブームが起こり、私は
専門学校で情報処理や簿記などの資格勉
強に取り組みました。そして、順調に簿
記検定を突破していく中で公認会計士と
いう資格があることを知り、挑戦してみ

験に合格。勤務先で担当していた顧問先を
譲り受け、同年（1982年）、事務所を開業さ
せていただきました。以来、私は従業員満
足度と顧客満足度の向上に努めたり、独自
の財務分析の手法を研究したりし続けてき
ました。事業承継については私にとっても
大きな悩みの一つだったので、息子の和宏
が戻ってきてくれたのは実にありがたいこ

どして、1987年に税理士試験に合格し、鎌
田良則税理士事務所を開業しました。以後、
十勝管内の顧問先のために奔走し続けてきま
したが、ここ数年は承継問題を気にかけるよ
うになっていました。年齢を重ねるに従って、
自分に何かあったら顧問先が路頭に迷ってし
まうかもしれないという思いが強くなってい

ることにしたのです。その間、途中で試
験制度が変わるなどして苦戦を強いられ
たのですが、30代になって公認会計士試
験に合格。その後、帯広と札幌で監査研
修を行い、2013年に公認会計士・税理士と

税理士法人共明会計の税理士・公認会計士の先生をご紹介

野田 稔 会長

鎌田 良則先生

後條 州一 先生

とでした。おかげで、事務所の若返りや法
人化を図ることができ、鎌田先生にも合流
いただくことができました。持続的に従業
員や顧問先を支えられる体制が徐々に整い
つつあるように感じています。事務所経営
そのものは和宏に任せていきたいと思って
いますが、これからもできる範囲で事務所
を下支えしていきたいと考えています。

たのです。そんな折、MJSから紹介いただい
たのが共明会計でした。M＆Aを前提に稔先生
や和宏先生にお会いしたところ、共明会計の
理念や雰囲気に共感し、昨年1月に合流するこ
とになりました。これで安心することができ
たので、これからも顧問先のため、共明会計の
ために業務に打ち込んでいきたいと思います。

して登録し、知人からの紹介で共明会計
に入所しました。頼りがいのある先輩方
が多いので、いろいろと学ばせていただ
きながら、しっかりと事務所に貢献して
いきたいと思います。
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収
穫
か
ら
加
工
ま
で
の
時
間
が
重
要

中
札
内
村
で
枝
豆
栽
培
が
始
ま
っ

た
の
は
1
9
8
2
年
の
こ
と
。
そ
も

そ
も
、
枝
豆
と
は
未
成
熟
の
大
豆
を

収
穫
し
た
も
の
で
す
が
、
当
初
の
生

産
者
は
少
数
で
あ
っ
た
上
に
、
枝
豆

栽
培
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
も
ち
ろ
ん
、
ど

の
よ
う
な
品
種
が
中
札
内
村
の
気
候

に
適
し
て
い
る
か
と
い
っ
た
こ
と
も

分
か
ら
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ

で
も
、
中
札
内
村
で
は
89
年
に
「
枝

豆
作
る
会
」
を
発
足
し
、
山
本 

勝
博

氏
（
現
在
の
J
A
中
札
内
村
の
組
合

長
）
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
試
験
栽

培
や
設
備
投
資
に
取
り
組
み
、
独
自

の
生
産
体
制
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
確
立
し

て
い
っ
た
の
で
す
。

そ
の
こ
だ
わ
り
が
詰
ま
っ
て
い
る

の
が
2
0
0
5
年
に
誕
生
し
た
「
そ

の
ま
ま
え
だ
豆
」（
品
種
は
中
札
内
村

産
の
「
大
袖
の
舞
大
豆
」）
と
い
う

冷
凍
枝
豆
で
す
。
そ
の
特
徴
は
収
穫

か
ら
わ
ず
か
3
時
間
以
内
に
す
べ
て

の
加
工
を
終
え
て
い
る
こ
と
。「
野

菜
は
よ
く
新
鮮
な
ほ
う
が
良
い
と
言

わ
れ
る
が
、
枝
豆
は
そ
の
最
た
る
も

の
。
収
穫
か
ら
5
時
間
が
経
過
す
る

と
、
急
激
に
味
が
落
ち
て
し
ま
う
と

い
う
デ
ー
タ
が
あ
る
」
と
、J
A
中

札
内
村
販
売
促
進
部
販
売
2
課
の
馬

場 

孝
憲
課
長
は
言
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、J
A
中
札
内
村
で
は
日
本
で
初
め

て
フ
ラ
ン
ス
製
の
専
用
収
穫
機
を
導

入
し
、
枝
豆
の
収
穫
を
効
率
化
。
さ

ら
に
加
工
所
や
設
備
を
順
次
拡
張
し
、

運
び
込
ん
だ
枝
豆
を
フ
ル
稼
働
で
洗

浄
、
加
熱
、
味
付
け
、
冷
凍
す
る
体

制
を
整
え
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
も
、

冷
凍
に
関
し
て
は
マ
イ
ナ
ス
1
9
6

℃
の
液
体
窒
素
に
よ
る
瞬
間
凍
結
を

行
う
こ
と
で
、
枝
豆
の
成
分
を
壊
さ

ず
、
解
凍
後
に
ド
リ
ッ
プ
（
し
た
た

り
）
が
出
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
ま
た
、
安
心
・
安
全
に
も

最
大
限
配
慮
し
、
残
留
農
薬
分
析
検

査
や
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
※
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

品
質
維
持
の
取
り
組
み
に
も

注
力こ

う
し
て
完
成
し
た
そ
の

ま
ま
え
だ
豆
は
、
ま
さ
に
安

心
・
安
全
・
高
品
質
。
香
り

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
甘
み
が

強
く
、
い
く
ら
で
も
食
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。J
A
中
札
内
村

は
こ
の
商
品
に
絶
対
の
自
信
を
持
っ

て
お
り
、
収
穫
量
の
ほ
ぼ
全
量
を
冷

凍
枝
豆
と
し
て
加
工
し
、
通
年
販
売

で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
の
で
す
。

な
お
、J
A
中
札
内
村
で
は
そ
の
ま
ま

え
だ
豆
の
他
に
も
、「
そ
の
ま
ま
黒

え
だ
豆
」（
品
種
は
中
札
内
村
産
の

「
い
わ
い
黒
」）
と
い
う
黒
大
豆
を
原

料
と
し
た
冷
凍
枝
豆
も
生
産
。
こ
ち

ら
は
濃
厚
な
味
わ
い
と
風
味
が
特
徴

で
、
日
本
農
業
新
聞
一
村
逸
品
大
賞

に
て
大
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
一
部
の
枝
豆
は
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
や
ア
イ
ス
、
菓
子
類
な
ど
に
加
工

し
、
直
売
所
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま

す
。も

ち
ろ
ん
、
枝
豆
そ
の
も
の
の
品

質
レ
ベ
ル
を
維
持
す
る
た
め
の
取
り

組
み
に
も
全
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

「
生
産
者
に
よ
る
勉
強
会
を
頻
繁
に

開
催
し
て
最
新
の
作
付
技
術
を
研
究

す
る
と
と
も
に
、
厳
し
い
生
産
基
準

中
札
内
村
が
誇
る
、安
心
・
安
全
・
高
品
質
な
枝
豆

北
海
道
会
企
画

を
設
け
て
い
る
」
そ
う
で
す
。
実
際
、

中
札
内
村
で
は
徹
底
し
た
土
づ
く
り

を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
ア
ブ
ラ
ム

シ
の
発
生
予
察
シ
ス
テ
ム
や
機
械
除

草
を
導
入
し
た
り
、
枝
豆
ほ
場
周
辺

に
エ
ン
麦
を
植
え
る
額
縁
栽
培
（
近

隣
か
ら
農
薬
や
ア
ブ
ラ
ム
シ
が
入
っ

て
く
る
の
を
防
ぐ
）
を
義
務
付
け
る

な
ど
し
て
、
化
学
合
成
農
薬
の
使
用

を
慣
行
の
5
割
以
下
に
削
減
し
た
そ

う
で
す
。

そ
れ
と
同
時
に
、
販
路
開
拓
に
も

長
年
に
わ
た
っ
て
取
り
組
み
続
け
て

い
ま
す
。
山
本
組
合
長
が
積
極
的
に

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
実
施
し
、
国
内

は
も
ち
ろ
ん
、
海
外
に
ま
で
中
札
内

村
の
枝
豆
の
素
晴
ら
し
さ
を
ア
ピ
ー

ル
し
続
け
て
い
る
の
で
す
。
お
か
げ

で
、
販
売
先
は
国
内
の
ス
ー
パ
ー
だ

け
で
4
4
6
社
に
ま
で
拡
大
。
さ
ら

に
は
給
食
な
ど
で
の
採
用
も
増
え
て

お
り
、
全
国
の
学
校
か
ら
引
き
合
い

が
届
い
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、

ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ド

バ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
な
ど

の
海
外
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
飲

食
店
に
も
販
路
が
拡
大
し
て
い
る
と

い
い
ま
す
。
30
年
以
上
に
わ
た
っ
て

取
り
組
み
続
け
て
き
た
成
果
が
、
見

事
に
花
開
き
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。

※各事業者が食品を取り扱った際の記録を作成し保存しておくことで、食中毒など健康に影響を与える事故などが発生した
際に、問題のある食品がどこから来たのかを調べたり（遡及）、どこに行ったかを調べたり（追跡）できるようにすること

大人気商品「そのままえだ豆」

専用収穫機を導入し、収穫効率
を大幅にアップ

JA中札内村の敷地内にある直売
所では、「枝豆ソフトクリーム」
を食べることができ、他にもさ
まざまな加工品を購入できる

　

北
海
道
の
村
の
中
で
最
も
人
口
が
多
い
中な
か
さ
つ
な
い
む
ら

札
内
村
。こ
こ
で
は
他
の
十
勝
管
内
の
市
町
村
と
同
様
、大
豆
、小
豆
、ビ
ー
ト
、ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
中
心
と
し
た

農
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、最
近
で
は
新
た
な
特
産
品
と
し
て
枝
豆
が
国
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
て
お
り
、そ
の
生
産
量
は
い
ま
や
北
海
道
一
と

な
っ
て
い
ま
す（
2
0
1
6
年
度
の
生
産
量
は
約
2
2
7
7
t
）。そ
こ
で
、
J
A
中
札
内
村
を
訪
ね
、そ
の
背
景
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。
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賃
貸
経
営
の
最
新
動
向

地
道
な
作
業
の
積
み
重
ね
が

信
頼
関
係
の
構
築
に
つ
な
が
る

現
在
、
日
本
に
賃
貸
物
件
の
オ
ー

ナ
ー
は
3
0
0
万
人
強
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
近
年
は
物
件
が
供
給

過
多
に
な
っ
て
お
り
、
入
居
者
獲
得

の
競
争
は
激
化
し
て
い
ま
す
が
、
オ

ー
ナ
ー
の
中
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
実
践
し
、
高
い
入
居
率
と
家

賃
を
維
持
し
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

さ
て
、
値
下
げ
以
外
で
空
室
を
埋

め
る
方
法
の
一
つ
が
、
不
動
産
会
社

（
仲
介
業
者
）
と
の
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
で
す
。
普

段
、
オ
ー
ナ
ー
は
入
居
希
望
者
と
接
点

を
持
つ
機
会
が
な
く
、
自
分
の
物
件

が
ど
の
よ
う
な
印
象
を
持
た
れ
て
い

　

全
国
的
に
人
口
が
減
少
す
る
中
、不
動
産
賃
貸
業
界
に
も
変
化
の
波
が
訪
れ
て

い
ま
す
。業
界
専
門
誌
や
賃
貸
業
を
営
む
オ
ー
ナ
ー
の
方
々
へ
の
取
材
か
ら
見
え
る
、

賃
貸
業
の
現
状
や
賃
貸
経
営
成
功
の
秘
訣
を
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

全
国
賃
貸
住
宅
新
聞
社 

『
家
主
と
地
主
』編
集
長
　
永な

が
い井 

ゆ
か
り 

様

[

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー]

る
の
か
、
入
居
希
望
者
が
ど
の
よ
う

な
ニ
ー
ズ
を
持
っ
て
い
る
の
か
を
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

実
際
に
物
件
を
紹
介
す
る
の
は
仲
介

業
者
で
あ
り
、
彼
ら
が
物
件
の
特
色

を
理
解
し
て
い
な
い
と
、
入
居
希
望

者
に
そ
れ
が
十
分
に
伝
わ
り
ま
せ
ん
。

と
は
い
え
仲
介
業
者
は
常
時
、
数
多

く
の
物
件
を
扱
っ
て
い
る
の
で
、
各

物
件
の
特
色
を
正
確
に
把
握
す
る
の

は
困
難
で
す
。
そ
の
た
め
、
例
え
ば

仲
介
業
者
向
け
に
自
物
件
の
特
色
を

記
載
し
た
チ
ラ
シ
や
メ
ー
ル
を
定
期

的
に
送
る
な
ど
、
仲
介
業
者
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
に

前
向
き
な
オ
ー
ナ
ー
に
対
し
て
は
仲

介
業
者
も
好
意
的
に
な
る
の
で
、
入

居
希
望
者
に
も
積
極
的
に
物
件
を
勧

め
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
は
ず
で
す
。

内
見
の
機
会
を
最
大
限
に
活
用
す

る
こ
と
も
大
切
で
す
。
例
え
ば
、
一

見
す
る
と
分
か
り
づ
ら
い
部
屋
の
特

色
を
ポ
ッ
プ
な
ど
に
記
載
し
て
ア
ピ

ー
ル
す
る
と
い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。

せ
っ
か
く
エ
ア
コ
ン
を
新
型
の
も
の
に

し
て
い
て
も
、
そ
れ
が
伝
わ
ら
な
い

と
意
味
が
な
い
の
で
、
エ
ア
コ
ン
に

「
こ
れ
は
新
型
で
省
エ
ネ
機
能
な
ど
が

優
れ
て
い
ま
す
」
と
い
っ
た
ポ
ッ
プ

を
貼
っ
て
お
く
と
い
い
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
費
用
こ
そ

さ
ほ
ど
か
か
ら
な
い
も
の
の
、
地
道

で
手
間
が
か
か
り
ま
す
。
し
か
し
、

地
道
な
作
業
の
積
み
重
ね
が
仲
介
業

者
や
入
居
希
望
者
の
信
頼
を
得
る
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

人
気
物
件
の
種
類
も
多
様
化

も
ち
ろ
ん
、
設
備
の
陳
腐
化
、
老

朽
化
を
防
ぐ
な
ど
、
必
要

に
応
じ
て
設
備
の
改
修
投

資
も
行
う
べ
き
で
す
。
次

ペ
ー
ジ
に
、
当
社
が
調
査

し
た
入
居
者
に
人
気
の
設

備
ラ
ン
キ
ン
グ
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
近

年
人
気
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
の
が
、

無
料
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
す
。
学
生

を
中
心
に
単
身
者
の
人
気
は
も
と
も

と
あ
っ
た
の
で
す
が
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

向
け
で
も
徐
々
に
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
設
備
投
資
の
費
用
も
高

額
で
は
な
い
の
で
、
導
入
を
検
討
す

る
余
地
は
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
は
入
居
者
一
人
ひ
と

り
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
趣
味
が
多

様
化
し
て
お
り
、
物
件
や
設
備
が
古

く
て
も
特
定
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や

趣
味
に
訴
求
す
る
こ
と
で
人
気
を
集

め
る
物
件
が
増
え
て
い
ま
す
。
例
え

ば
近
年
人
気
を
集
め
て
い
る
の
が
猫

を
飼
う
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
配
慮
が

さ
れ
た
物
件
で
す
。
猫
を
飼
育
で
き

る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
室
内
に
ち
ょ
っ

と
し
た
キ
ャ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
ク
を
設
置

す
れ
ば
、
猫
好
き
に
は
願
っ
て
も
な

い
物
件
に
な
り
ま
す
。
現
に
そ
う
い

っ
た
物
件
は
敷
金
が
や
や
高
め
で
も

入
居
者
を
集
め
る
こ
と
に
成
功
し
て

い
ま
す
。D
I
Y
※
を
趣
味
と
す
る
人

た
ち
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
物
件
も

人
気
で
す
。
多
く
の
物
件
は
自
分
で

部
屋
の
改
装
は
お
ろ
か
、
釘
を
打
ち

付
け
る
こ
と
す
ら
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
縛
り
を
緩
和
す
る
だ
け

で
も
D
I
Y
を
趣
味
と
す
る
人
た
ち

に
は
大
き
な
魅
力
に
な
る
の
で
す
。

入
居
者
の
ニ
ー
ズ
を
意
識
し
て
い

く
こ
と
で
、
物
件
は
新
た
な
魅
力
を

発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
設
備

改
修
の
際
に
は
そ
う
い
っ
た
視
点
も

意
識
し
て
お
く
と
い
い
で
し
ょ
う
。

賃
貸
業
は
事
業
活
動
で
あ
り

サ
ー
ビ
ス
業
で
も
あ
る
と
考
え
る

ご
く
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
賃
貸

業
は
投
資
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
後
事
業
を
し
て
い
き
ま
す
。
賃

貸
住
宅
を
建
て
て
、
あ
と
は
仲
介
業

者
に
任
せ
て
お
け
ば
い
い
、
と
い
う

時
代
は
過
ぎ
ま
し
た
。
新
築
を
計
画

す
る
場
合
に
は
、
立
地
や
建
物
の
デ

ザ
イ
ン
・
設
備
は
も
ち
ろ
ん
、
物
件

や
土
地
の
償
却
期
間
、
リ
フ
ォ
ー
ム

の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
費
用
な
ど
を
綿
密

に
計
算
し
、
長
期
的
な
経
営
計
画
を

立
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
近
年
「
長
期
間
一
括
借
り

上
げ
で
安
定
し
た
賃
貸
経
営
」
を
謳

※専門業者ではない人が自身で何か作ったり修繕したりすること

不動産オーナー向けの情報誌
『家主と地主』
　全国賃貸住宅新聞社が発行す
る不動産オーナー向けの情報誌。
賃貸業のトレンドやノウハウはもち
ろん、オーナーに特化した節税対
策や経済指標の読み方、ビル賃
貸借の注意点など、幅広い情報を
網羅している。また、同社では不動
産オーナーや仲介・管理会社向け
に「賃貸住宅フェア」も開催。住宅
設備・リフォーム・投資・資産運用
関連会社など多彩な出展社が集
うので、各種新商品やサービスの
情報を収集することができる。
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う
サ
ブ
リ
ー
ス
（
転
貸
を
目
的
と
し

た
一
括
借
上
）
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が

散
見
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
も
オ
ー
ナ

ー
側
の
経
営
意
識
の
欠
如
に
起
因
す

る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

業
者
の
説
明
不
足
の
場
合
も
あ
り
ま

す
が
、
本
来
、
事
業
な
の
で
ま
ず
は

建
て
る
物
件
が
本
当
に
価
値
の
あ
る

立
地
、
内
容
か
を
オ
ー
ナ
ー
自
身
が

熟
考
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

先
何
年
に
も
わ
た
っ
て
利
益
を
も
た

ら
す
価
値
が
見
出
せ
な
い
の
に
、
相

続
税
対
策
な
ど
で
安
易
に
物
件
を
建

て
て
し
ま
う
と
、
後
に
悔
や
む
こ
と

に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
既
に

日本不動産研究所の指標で市況をチェック

　一般財団法人日本不動産研究所の
「全国賃料統計」（2016年9月末現在）
の調査結果によると、オフィス賃料指数は
全地点の3割強が上昇し、地方中核都市
などでは上昇幅が拡大したものの、三大都
市圏で上昇幅が縮小したため、全国平均
は前年の2.7％上昇から1.6％上昇とやや
縮小しています。対して、共同住宅賃料は
全地点の約8割が横ばいでしたが、全国
平均は昨年の0.0％横ばいから0.1％上昇。
わずかながらも、こうして上昇に転じたのは
9年ぶりのことです（図参照）。しかし、日本
不動産研究所主席研究員の手島 健治氏
によると「オフィス賃料が景気に左右される
一方、共同住宅賃料は個人所得の影響を
受けやすいため、中長期のトレンドをみても
ほぼ横ばいになっています。今後も急激に
個人所得が上向かない限りは、ほぼ横ばい
という傾向が続くでしょう」とのこと。
　他方、同研究所の「市街地価格指数」

では、6大都市などの都市部において訪
日外国人観光客の増加に伴い、店舗の賃
貸需要やホテル用地などの需要増を背景
に、商業地などの地価が上昇傾向にあるこ
とが示されています。現に「不動産投資と
いえばこれまではマンションが主流でしたが、
最近はインバウンド向けの宿泊施設に投資
する傾向も強くなっています」と手島氏は話
しています。
　なお、首都圏については
20年の東京オリンピックを控
え、今後の動向が気になると
ころですが、同研究所の東京
23区の新築マンションの価
格と賃料の中期予測による
と、新築マンション価格は15
年に8.9％上昇したものの、そ
の後は上昇傾向が縮小して
16年には2.3％上昇、17年
は1.5％上昇と横ばいに近づ

全国賃料統計…オフィス・住宅（ファミリータイプ）の賃料の動向を把握するため、日本不動産研究所の不動産鑑定士などが全国主要都市のオフィス76ポイント、共同住宅
158ポイントを対象にしたモデル建物の新規賃料を査定し、市場規模を示すウエイトを乗じて指数化したもの。　市街地価格指数…市街地の宅地価格（商業地、住宅地、工業地、
最高価格地）の水準を表すため、日本不動産研究所の不動産鑑定士などが全国主要223都市の約2000地点の地価を鑑定評価し指数化したもの。

出典：『週刊 全国賃貸住宅新聞No1245』掲載「入居者に人気の設備ランキング」より

「周辺相場より家賃が高くても入居が決まる設備」

「入居のための必須設備」

単身者向け物件
1位 インターネット無料
2位 エントランスのオートロック
3位 浴室換気乾燥機
4位 ウォークインクローゼット
5位 ホームセキュリティ
6位 独立洗面台
7位 追い焚き機能
8位 宅配ボックス
9位 防犯カメラ

10位 24時間利用可能ごみ置き場

単身者向け物件
1位 TVモニター付きインターホン
2位 独立洗面台
3位 洗浄機能付き便座
4位 インターネット無料
5位 備え付け照明
6位 エントランスのオートロック
7位 ガスコンロ
8位 ごみボックス
9位 システムキッチン

10位 BS・CSアンテナ

ファミリー向け物件
1位 インターネット無料
2位 追い焚き機能
3位 エントランスのオートロック
4位 ホームセキュリティ
5位 システムキッチン
6位 浴室換気乾燥機
7位 ウォークインクローゼット
8位 太陽光パネル（入居者個別売電）
9位 床暖房

10位 防犯カメラ

ファミリー向け物件
1位 独立洗面台
2位 追い焚き機能
3位 TVモニター付きインターホン
4位 洗浄機能付き便座
5位 システムキッチン
6位 エントランスのオートロック
7位 ガスコンロ
8位 備え付け照明
9位 インターネット無料
10位 ごみボックス

入居者に人気の設備ランキング

き、21年以降は微減傾向が続くとみられ
ています。一方の新築マンション賃料は年
率0.4％前後の微増が継続しており、15
年に対して20年は2.4％上昇、25年は
4.0％上昇すると見られています。新築マン
ションの価格は既に頭打ちといった印象が
否めませんが、東京23区の新築マンション
の賃料に関してはオリンピック後も堅調に
推移していきそうです。

サ
ブ
リ
ー
ス
契
約
で
物
件
を
建
て
、

想
定
よ
り
も
収
入
が
少
な
く
て
苦
労

し
て
い
る
オ
ー
ナ
ー
の
場
合
、
一
つ

の
手
と
し
て
、
違
約
金
が
発
生
す
る

リ
ス
ク
は
あ
り
ま
す
が
、
契
約
を
解

除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し

こ
の
場
合
、
解
約
と
同
時
に
サ
ブ
リ

ー
ス
業
者
に
入
居
者
も
引
き
揚
げ
ら

れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
思
い
切
っ
て
物
件
を

売
却
す
る
こ
と
で
す
。
売
れ
た
と
し

て
も
借
金
は
残
る
で
し
ょ
う
が
、〝
損

切
り
〞
と
捉
え
れ
ば
こ
の
方
法
も
や

む
を
得
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
後
の
動
き
と
し
て
、
全
国
的
に

空
室
の
増
加
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
最
近
で
は
空
室
を
登
録
し
、

レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
貸
し
出

す
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
も
現
れ
て
き
ま

し
た
。
使
用
用
途
は
打
ち
合
わ
せ
や

英
会
話
な
ど
の
個
人
レ
ッ
ス
ン
な
ど

で
、
部
屋
に
は
テ
ー
ブ
ル
と
イ
ス
さ

え
あ
れ
ば
O
K
と
い
う
こ
と
が
多
い

の
で
、
特
別
な
設
備
投
資
を
す
る
必

要
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
最
近
の

若
者
は
意
外
に
も
人
と
人
と
の
リ
ア

ル
な
つ
な
が
り
を
求
め
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
思
い
切
っ
て
物
件
の
2
部

屋
ほ
ど
を
つ
ぶ
し
て
共
用
ス
ペ
ー
ス

と
し
、
建
物
を
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
よ

う
に
す
る
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
他
、
高
齢
者
向
け
に
見
守

り
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
物
件

な
ど
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
地
で
人
口
減
が
進
ん
で
い
ま
す

が
、
一
方
で
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
趣

味
の
多
様
化
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
ニ
ー
ズ
を
汲
み
取
っ
て

い
け
ば
、
中
古
物
件
で
も
新
た
な
価

値
を
発
揮
で
き
た
り
、
価
格
競
争
に

巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。「
賃
貸
業
は
サ
ー
ビ
ス

業
」
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
賃
貸
市

場
に
可
能
性
は
あ
る
は
ず
で
す
。

130

図 オフィス賃料指数及び共同住宅賃料指数の動向【全国】
（2005年を100とする指数）
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高
塚 

文
彦
氏
は
（
株
）B－

PLA
N
N
IN
G

を
立
ち
上
げ
、
ペ
ッ

ト
共
生
型
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ガ
レ
ー

ジ
ハ
ウ
ス
、
軽
井
沢
の
貸
別
荘
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
賃
貸
物

件
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
家
主
業
に

乗
り
出
し
た
の
は
今
か
ら
10
年
以
上

前
。
埼
玉
県
久
喜
市
の
実
家
に
戻
っ

て
父
上
が
経
営
し
て
い
た
マ
ン
シ
ョ

ン
1
棟
を
引
き
継
ぎ
、
他
に
所
有
し

て
い
た
農
地
も
賃
貸
物
件
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
に
。「
単
な
る
賃
貸
マ
ン

シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
ど
う
せ
な
ら
何

か
コ
ン
セ
プ
ト
の
あ
る
魅
力
的
な
物

赤
尾 

宣
幸
氏
は
賃
貸
物
件
の
大

家
業
だ
け
で
な
く
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

も
経
営
、
そ
し
て
中
小
企
業
庁
の
専

門
家
と
し
て
ミ
ラ
サ
ポ
を
通
じ
た
介

護
事
業
者
支
援
も
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
不
動
産
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
手
掛

け
て
い
ま
す
。
最
初
に
競
売
で
物
件

を
購
入
し
、
賃
貸
運
営
に
乗
り
出
し

た
の
は
1
9
9
9
年
の
こ
と
。「
当

時
、
私
は
窓
際
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
し

た
。
会
社
と
は
別
の
場
で
自
分
の
能

力
を
試
し
た
か
っ
た
の
と
、
先
行
き

不
透
明
な
年
金
制
度
に
不
安
を
抱
い

て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
会
社
勤
め

の
か
た
わ
ら
月
3
万
円
ほ
ど
の
副
収

入
を
得
る
こ
と
を
目
標
に
、
不
動
産

賃
貸
を
始
め
ま
し
た
」
と
振
り
返
り

ま
す
。

当
時
、
ま
だ
競
売
で
安
く
物
件
を

購
入
し
て
転
売
し
た
り
、
賃
貸
し
た

り
と
い
う
不
動
産
ビ
ジ
ネ
ス
が
一
般

件
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
犬
が

大
好
き
で
ラ
ブ
ラ
ド
ー
ル
を
飼
育
し

て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
ペ
ッ
ト
共

生
型
マ
ン
シ
ョ
ン
を
思
い
つ
い
た
の

で
す
」
と
高
塚
氏
。

「V
ent N

iche

」
と
名
付
け
ら
れ
た

こ
の
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
に
は
2
0
0

㎡
の
ド
ッ
グ
ラ
ン
や
足
洗
い
場
、
水

飲
み
場
な
ど
が
あ
る
ほ
か
、
床
材
や

壁
を
退
去
後
に
原
状
復
帰
し
や
す
い

仕
様
に
す
る
な
ど
、
ハ
ー
ド
面
に

「
ペ
ッ
ト
共
生
型
」
な
ら
で
は
の
さ
ま

ざ
ま
な
こ
だ
わ
り
が
。
ま
た
「
愛
玩

動
物
飼
養
管
理
士
の
資
格
を
取
得
し
、

ド
ッ
グ
ラ
ン
で
し
つ
け
教
室
を
実
施

し
た
り
、
ペ
ッ
ト
葬
祭
事
業
や
ペ
ッ

ト
保
育
園
事
業
を
手
掛
け
た
り
と
、

〝
ペ
ッ
ト
と
の
共
生
〞
を
切
り
口
と
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
し

ま
し
た
」
そ
う
で
す
。
こ
う
し
た
コ

ン
セ
プ
ト
が
犬
好
き
に
受
け
、
物
件

の
評
判
が
口
コ
ミ
で
広
が
り
、
ペ
ッ

ト
業
界
か
ら
も
声
が
か
か
っ
て
宣
伝

に
協
力
し
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
っ
た

と
い
い
ま
す
。
現
在
で
は
高
塚
氏
は

ペ
ッ
ト
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
協
会
で
副

代
表
理
事
も
務
め
て
い
ま
す
。

そ
の
後
も
高
塚
氏
は
、
異
な
る
コ

ン
セ
プ
ト
の
物
件
を
次
々
と
手
掛
け

て
い
き
ま
し
た
。
同
じ
久
喜
市
に
建

て
た
ガ
レ
ー
ジ
ハ
ウ
ス
は
そ
の
一
つ

で
す
。
ガ
レ
ー
ジ
ハ
ウ
ス
と
は
、
高

級
車
な
ど
の
所
有
者
が
車
を
手
入
れ

す
る
た
め
の
作
業
場
所
と
し
て
、
あ

る
い
は
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
と
し
て
利

用
す
る
建
物
の
こ
と
。「
バ
イ
ク
や
車

が
好
き
な
の
で
、
そ
の
分
野
で
な
ら

入
居
者
の
コ
ア
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
と
思
っ
た
ん
で
す
」
と
高
塚
氏
。

広
々
と
し
た
駐
車
ス
ペ
ー
ス
と
居
住

ス
ペ
ー
ス
（
ワ
ン
ル
ー
ム
）
だ
け
で

な
く
、
米
軍
の
格
納
庫
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
と
い
う
無
骨
な
ル
ッ
ク
ス
の
外

観
も
人
気
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
「
ペ

ッ
ト
共
生
型
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
で
暮

ら
す
人
た
ち
が
、
お
子
さ
ん
が
大
き

く
な
っ
た
の
を
機
に
庭
付
き
の
戸
建

て
物
件
に
移
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た

の
で
、
そ
う
し
た
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え

て
郊
外
型
の
賃
貸
戸
建
住
宅
や
軽
井

沢
の
別
荘
タ
イ
プ
の
賃
貸
物
件
も
手

掛
け
ま
し
た
」
と
も
。

現
在
の
運
営
物
件
は
お
よ
そ
40
世

帯
ほ
ど
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
物
件
で

高
塚
氏
が
大
事
に
し
た
の
は
「
自
分

㈱
B-

P
L
A
N
N
I
N
G
　
高た

か
つ
か塚 

文ふ
み
ひ
こ彦 

様

赤あ
か
お尾 

宣の
り
ゆ
き幸 

様

[
事
例
1]

[

事
例
2]

的
で
は
な
い
中
、
赤
尾
氏
は
図
書
館

に
通
っ
て
法
律
書
や
不
動
産
関
係
の

専
門
書
を
読
む
な
ど
し
て
独
学
。
ひ

と
部
屋
60
㎡
・
3
L
D
K
の
マ
ン
シ

ョ
ン
を
流
通
価
格
（
約
8
5
0
万

円
）
の
半
値
以
下
で
購
入
す
る
こ
と

が
で
き
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
内
装

の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
も
「
業
者

に
頼
む
と
莫
大
な
費
用
が
か
か
っ
て

し
ま
う
の
で
、
専
門
書
で
勉
強
し
な

が
ら
す
べ
て
独
力
で
行
い
、
数
万
円

に
抑
え
た
」
と
言
い
ま
す
。

そ
の
後
、
物
件
を
転
売
す
る
と
い

う
選
択
肢
も
あ
り
ま
し
た
が
、
赤
尾

氏
は
賃
貸
を
続
け
る
こ
と
に
し
ま
し

の
好
き
な
物
で
ソ
フ
ト
を
充
実
さ
せ

る
」
こ
と
。「
好
き
で
詳
し
い
分
野

だ
か
ら
、
住
人
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
し
っ
か
り
し
た
物
件
を
作
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
す
」
と
高
塚
氏
は

話
し
て
い
ま
す
。

コンセプトの異なる多彩な賃
貸物件を手掛ける高塚氏

多数のセルフリフォーム賃貸
物件を手掛けてきた赤尾氏

ペット共生型マンション
「Vent Niche」敷地内の広々
としたドッグラン

主な物件展開エリア：
埼玉県久喜市

主な物件展開エリア：
福岡県宗像市
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神
奈
川
県
で
父
上
と
共
に
ア
パ
レ

ル
業
を
営
む
越
水 

隆
裕
氏
が
賃
貸
業

を
始
め
た
の
は
2
0
0
3
年
。
父
上

が
所
有
し
て
い
る
物
件
（
5
棟
66
戸
）

の
管
理
を
託
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で

す
。し

か
し
、
当
初
は
一
般
的
な
賃
貸

管
理
だ
け
を
行
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

「
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
も
業
者

に
任
せ
き
り
で
、
内
容
も
見
積
も
ま

っ
た
く
気
に
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
越
水
氏
。
そ
う
し
た
こ
と
が
影
響

し
た
の
か
、
数
年
が
経
つ
と
「
空
き

室
率
が
高
く
な
り
、
賃
貸
業
が
う
ま

く
回
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
そ

越こ
し
み
ず水 

隆た
か
ひ
ろ裕 

様

[
事
例
3]

た
。「
利
回
り
が
約
20
％
と
5
年
ほ

ど
で
投
資
を
回
収
で
き
る
見
込
み
だ

っ
た
の
で
、
息
長
く
賃
貸
業
を
続
け

て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
以
降
も
同
じ
要
領
で
2
室
目
、

3
室
目
と
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
を
手
掛

け
て
い
き
ま
し
た
」
と
赤
尾
氏
。
コ

ス
ト
を
低
く
抑
え
る
た
め
の
努
力
と

堅
実
な
投
資
で
物
件
数
を
増
や
し
て

い
っ
た
結
果
、
現
在
で
は
戸
建
て
も

含
め
て
20
室
、
外
部
業
者
に
頼
む
こ

と
な
く
セ
ル
フ
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
物

件
が
、
ク
レ
ー
ム
・
退
去
も
な
く
順

調
に
稼
働
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
赤
尾
氏
は
介
護
現
場

に
お
け
る
〝
バ
リ
ア
あ
り
ー
〞
の
推

進
者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

〝
バ
リ
ア
フ
リ
ー
〞
が
高
齢
者
な
ど
の

安
心
・
安
全
な
生
活
の
た
め
に
段
差

や
障
害
物
を
取
り
払
っ
た
環
境
を
用

意
す
る
の
に
対
し
、
バ
リ
ア
あ
り
ー

は
あ
え
て
段
差
を
残
す
こ
と
で
高
齢

者
の
危
険
予
知
能
力
を
維
持
し
、
自

身
の
身
体
能
力
の
低
下
を
把
握
さ
せ

う
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
に
陥
っ
た
こ
と
で
、

越
水
氏
は
経
営
改
善
を
図
る
こ
と
に
。

ま
ず
は
仲
介
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
即
座
に
「
家
賃

が
高
い
」
と
言
わ
れ
、
次
い
で
「
キ

ッ
チ
ン
を
新
し
く
し
た
ほ
う
が
い
い
」

「
風
呂
と
ト
イ
レ
を
別
に
し
た
ほ
う

が
い
い
」
と
言
わ
れ
た
と
い
い
ま
す
。

し
か
し
、
金
銭
的
な
余
裕
が
そ
れ
ほ

ど
な
か
っ
た
た
め
、
す
ぐ
さ
ま
設
備

投
資
に
踏
み
切
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
越
水
氏
は
自

ら
内
装
の
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
を
手
掛
け

た
り
、
付
き
合
い
の
あ
る
業
者
か
ら

ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
雑
貨
ア
イ
テ
ム

を
仕
入
れ
て
飾
る
な
ど
し
て
、
内
見

用
の
物
件
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図

り
ま
し
た
。
ま
た
、
部
屋
の
壁
な
ど

に
「
内
見
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
記
し
た
ポ
ッ
プ
を
貼
る
な
ど

し
て
、
入
居
希
望
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
も
努
め
ま
し

た
。こ

う
し
た
取
り
組
み
と
合
わ
せ
て
、

越
水
氏
は
仲
介
業
者
と
の
信
頼
関
係

の
構
築
に
も
注
力
し
ま
し
た
。
空
き

部
屋
が
な
い
と
き
で
も
、
写
真
付
き

の
フ
ァ
ッ
ク
ス
や
メ
ー
ル
で
物
件
な

ど
の
近
況
を
連
絡
す
る
よ
う
に
し
て

い
る
そ
う
で
す
。
そ
の
結
果
、「
最

近
で
は
仲
介
業
者
か
ら
入
居
日
な
ど

の
連
絡
も
く
る
よ
う
に
な
り
、
入
居

者
と
顔
を
合
わ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
入
居
者
の
方
に
も
『
大

家
さ
ん
の
顔
が
分
か
っ
て
安
心
で
き

る
』
と
言
っ
て
も
ら
え
て
い
ま
す
」

と
越
水
氏
。
ま
た
、
長
年
更
新
し
て

く
れ
て
い
る
入
居
者
に
対
し
て
は

「
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
の
と
同
時

に
、
更
新
時
に
予
算
の
許
す
範
囲
内

で
入
居
者
の
希
望
に
沿
っ
た
設
備
投

資
を
行
う
な
ど
し
て
い
ま
す
」
と
の

こ
と
。
そ
う
い
っ
た
繊
細
な
心
配
り

が
入
居
者
の
心
を
掴
ん
で
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
越
水
氏
の
新
た
な
取
り
組

み
の
一
つ
が
地
域
貢
献
活
動
で
す
。

「
い
く
ら
物
件
の
魅
力
が
高
ま
っ
て
も
、

地
域
の
魅
力
が
な
け
れ
ば
入
居
者
の

数
は
減
少
し
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
で
、

そ
う
い
う
思
い
を
共
有
し
て
く
れ
る

仲
介
業
者
と
一
緒
に
N
P
O
法
人
グ

リ
ー
ン
バ
ー
ド
※
に
参
画
し
、
地
域

の
清
掃
活
動
な
ど
に
取
り
組
み
始
め

ま
し
た
」。
入
居
者
に
も
掲
示
板
な
ど

で
そ
う
い
っ
た
情
報
を
ア
ナ
ウ
ン
ス

す
る
よ
う
に
し
て
お
り
、
時
に
は
入

居
者
が
清
掃
活
動
に
参
加
し
て
く
れ

る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

る
と
い
う
も
の
。
赤
尾
氏
は
「
バ
リ

ア
あ
り
ー
環
境
で
日
々
注
意
深
く
生

活
す
る
こ
と
で
、
結
果
的
に
高
齢
者

の
健
康
寿
命
は
延
び
る
」
と
い
う
考

え
の
下
、
バ
リ
ア
あ
り
ー
を
導
入
し

た
「
高
齢
者
向
き
ア
パ
ー
ト
」
を
提

案
。
昨
年
、
赤
尾
氏
の
ミ
ラ
サ
ポ
専

門
家
と
し
て
の
支
援
の
も
と
で
30
代

前
半
の
オ
ー
ナ
ー
の
方
が
茨
城
県
土

浦
市
に
「
高
齢
者
向
き
ア
パ
ー
ト
」

を
開
業
し
た
そ
う
で
す
。
結
果
、
多

く
の
人
た
ち
が
こ
の
ア
イ
デ
ア
に
共

感
、「
高
齢
者
向
き
ア
パ
ー
ト
」
は

人
気
を
集
め
て
す
ぐ
に
満
室
に
な
り
、

当
初
か
ら
25
％
の
利
回
り
で
稼
働
、

現
在
で
は
2
棟
目
も
手
掛
け
勢
い
に

乗
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
そ
う
で
す
。

入居者、仲介業者との関係性を
大切にした賃貸事業を手掛ける
越水氏

土浦にある「高齢者向きアパート」

手すりと電子錠
で安心を提供

越水氏が管理するスタイリッシュな物件

※ 「きれいな街は、人の心もきれいにする」をコ
ンセプトとして掲げる原宿表参道発信のプロ
ジェクト。街の掃除を主な事業とし、その活
動の輪を広げている。

主な物件展開エリア：
神奈川県川崎市
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北
海
道
上
士
幌
町

ら
も
気
球
を
趣
味
に
し
、
こ
の
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
続
け
る
人
も

い
る
そ
う
で
す
。

競
技
が
始
ま
る
の
は
午
前
6
時
30

分
頃
（
冬
は
午
前
7
時
頃
）
と
早
い

の
で
す
が
、
こ
の
時
間
が
最
大
の
見

所
に
な
り
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
十

勝
平
野
か
ら
30
基
程
度
（
冬
は
20
基

程
度
）
の
気
球
が
一
斉
に
浮
か
び
始

め
る
様
子
が
絶
景
そ
の
も
の
だ
か
ら

で
す
。
全
盛
期
に
比
べ
る
と
参
加
す

る
チ
ー
ム
の
数
は
減
少
し
ま
し
た
が
、

今
で
も
や
は
り
圧
倒
的
な
迫
力
が
あ

り
ま
す
。

期
間
中
は
競
技
だ
け
で
な
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
む
こ
と

も
で
き
ま
す
。
中
で
も
目
玉
と
な
る

の
は
、
気
球
へ
の
体
験
搭
乗
で
す
。

気
球
で
高
度
25
〜
30
m
ま
で
上
が
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
、
家

族
連
れ
な
ど
に
人
気
で
す
。
ま
た
、

夏
に
は
出
店
が
20
軒
ほ
ど
並
ぶ
の
で
、

ま
さ
に
お
祭
り
の
雰
囲
気
を
味
わ
え

ま
す
。

時
間
に
余
裕
が
あ
る
方
に
は
夜
の

バ
ル
ー
ン
グ
ロ
ー
に
も
参
加
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
と
り
わ
け

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
気
球
が
十
勝

平
野
に
ズ
ラ
リ
と
並
ぶ
光
景
は
幻
想

的
。
開
催
地
の
近
く
に
は
キ
ャ
ン
プ

場
が
あ
る
の
で
、
こ
の
光
景
を
楽
し

み
な
が
ら
キ
ャ
ン
プ
を
す
る
と
い
う

の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

ち
な
み
に
、
気
球
を
操
縦
す
る
に

は
日
本
気
球
連
盟
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を

取
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
上
士

幌
町
は
長
年
に
わ
た
っ
て
気
球
の
町

と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
も
と
も
と
ラ
イ
セ
ン
ス
所
有

者
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
で

も
近
年
は
そ
の
数
が
徐
々
に
減
少
し

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
最
近
、
上
士

幌
町
で
は
積
極
的
に
若
手
人
材
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
実
際
、
居

酒
屋
の
オ
ー
ナ
ー
や
町
役
場
の
女
性

職
員
な
ど
が
新
た
に
ラ
イ
セ
ン
ス
を

れ
も
他
地
域
に
は
な
い
魅
力
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
北
海
道
バ

ル
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
内
容
を

紹
介
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
開
催
期

間
は
夏
の
3
日
間
、
十
勝
平
野
に
て

気
球
競
技
や
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
今
年
は
8
月
11
〜
13
日
に
開

催
予
定
で
す
。
競
技
内
容
は
い
た
っ

て
シ
ン
プ
ル
で
、
各
チ
ー
ム
は
出
発

地
か
ら
約
1
〜
2
㎞
先
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
向
か
っ
て
気
球
を
操
縦
し
、
タ

ー
ゲ
ッ
ト
の
最
も
近
く
に
着
陸
で
き

た
チ
ー
ム
の
勝
利
と
な
り
ま
す
。
所

要
時
間
は
お
よ
そ
30
分
〜
1
時
間
程

度
で
、
い
か
に
高
度
を
調
整
し
て
適

切
な
風
を
捉
え
ら
れ
る
か
が
勝
負
の

鍵
を
握
る
こ
と
に
な
る
そ
う
で
す
。

参
加
者
は
地
元
や
北
海
道
の
他
市
町

村
は
も
ち
ろ
ん
、
関
東
や
九
州
な
ど

全
国
か
ら
集
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
学

生
チ
ー
ム
も
存
在
す
る
の
で
す
が
、

彼
ら
の
中
に
は
社
会
人
に
な
っ
て
か

　

「
気
球
の
町
」と
し
て
知
ら
れ
る
北
海
道
上か
み
し
ほ
ろ

士
幌
町
。熱
気
球
大
会
の
中
で
も
日
本
で
最
も
長

い
歴
史
を
誇
る「
北
海
道
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」の
開
催
地
と
し
て
有
名
で
す
。今
回
は
こ
の

バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
中
心
に
、上
士
幌
町
の
魅
力
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

高橋 俊光  先生
高橋俊光税理士事務所 所長

ご 案 内 人

バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど

「
気
球
の
町
」の
多
彩
な
取
り
組
み

大
雪
山
の
東
山
麓
、
十
勝
平
野
の

北
端
に
位
置
す
る
上
士
幌
町
は
、
面

積
の
77
％
が
森
林
と
い
う
自
然
に
溢

れ
た
地
域
で
す
。

こ
の
町
の
名
物
と
い
え
ば
、
何
と

い
っ
て
も
気
球
で
す
。
町
を
散
策
す

れ
ば
、
マ
ン
ホ
ー
ル
や
街
灯
、
店
舗

の
外
観
な
ど
に
気
球
の
絵
柄
が
あ
し

ら
わ
れ
て
お
り
、「
気
球
の
町
」
で

あ
る
こ
と
を
実
感
で
き
ま
す
（
①
）。

で
は
、
な
ぜ
上
士
幌
町
が
気
球
の
町

な
の
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
こ
の
町

が
日
本
で
初
め
て
熱
気
球
大
会
を
開

催
し
た
地
だ
か
ら
な
の
で
す
。

そ
も
そ
も
、
上
士
幌
町
で
初
め
て

バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
当
時

の
名
称
は
熱
気
球
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）

が
開
催
さ
れ
た
の
は
1
9
7
4
年
の

こ
と
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

は
、
地
元
の
農
業
実
習
生
が
「
上
士

幌
を
熱
気
球
の
基
地
に
」
と
提
案
し
、

72
年
に
国
内
で
初
め
て
4
機
の
気
球

を
集
団
フ
ラ
イ
ト
さ
せ
た
こ
と
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
地
元

の
有
志
た
ち
が
こ
の
取
り
組
み
に
賛

同
し
、
74
年
の
大
会
開
催
に
つ
な
が

っ
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
以
来
、
上
士
幌
町
で
は
毎
年
、

夏
に
北
海
道
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
80
年
に
は
地
元

チ
ー
ム
が
初
参
戦
し
、
82
年
か
ら
は

冬
に
も
ウ
イ
ン
タ
ー
バ
ル
ー
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
（
当
時
の
名
称
は
ウ
イ
ン

タ
ー
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）

が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

（
②
）。
な
お
、
他
地
域
の
バ
ル
ー
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
秋
以
降
に
開
催

さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
夏
だ
と
気
温

が
高
過
ぎ
て
気
球
を
う
ま
く
上
げ
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

つ
ま
り
、
夏
ら
し
い
日
差
し
や
緑
の

中
で
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

実
施
で
き
る
の
は
北
海
道
だ
け
、
こ

北海道
上士幌町
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①街灯やマンホールなど、町の至るところに気球のモ
チーフが　②バルーンフェスティバルの模様

③ナイタイ高原牧場の眺望　④素材の産地にこだわっ
たナイタイ和牛カルビバーガー

⑤自然に囲まれて爽やかな気分になるウォーキング
⑥幻の橋と呼ばれるタウシュベツ川橋梁
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4

5 1
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取
得
し
た
と
の
こ
と
。
今
年
2
月
に

は
気
球
の
女
子
チ
ー
ム
が
発
足
し
た

そ
う
な
の
で
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
上

士
幌
町
か
ら
「
気
球
女
子
」
な
ん
て

い
う
新
た
な
ト
レ
ン
ド
が
生
ま
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
上
士
幌

高
校
に
は
全
国
に
2
つ
し
か
存
在
し

な
い
気
球
部
が
あ
り
、
部
員
た
ち
は

気
球
操
縦
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん

だ
り
、
気
球
づ
く
り
に
励
ん
だ
り
し

て
い
ま
す
。

そ
う
い
え
ば
、
昨
年
に
は
ふ
る
さ

と
納
税
の
収
益
な
ど
を
活
用
し
、
上

士
幌
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る

「
ほ
ろ
ん
ち
ゃ
ん
」
の
絵
柄
を
あ
し

ら
っ
た
気
球
が
完
成
し
ま
し
た
。
バ

ル
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
限
ら
ず
、

各
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
で
活

躍
し
て
お
り
、
昨
年
は
熊
本
地
震
の

復
興
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
地
元
の
子
ど

も
た
ち
を
大
い
に
楽
し
ま
せ
た
そ
う

で
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
も
「
気

球
の
町
」
の
文
化
を
次
代
に
継
承
し

て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

気
球
以
外
に
も
存
在
す
る

自
然
景
観
な
ど
の
魅
力

上
士
幌
町
と
い
え
ば
、
数
多
く

の
見
事
な
自
然
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
の
も
魅
力
で
す
。
中
で
も
お
勧

め
な
の
は
ナ
イ
タ
イ
高
原
牧
場
で

し
ょ
う
（
③
）。
そ
の
広
さ
は
な
ん

と
約
1
7
0
0
ha
（
東
京
ド
ー
ム
約

3
5
8
個
分
に
相
当
）
で
、
公
共
牧

場
と
し
て
は
日
本
一
の
広
さ
を
誇
っ

て
お
り
、
毎
年
、
生
後
6
カ
月
以
上

の
幼
い
牛
や
分
娩
を
控
え
た
牛
た
ち

が
2
0
0
0
頭
以
上
育
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
標
高
8
0
0
m
付
近

に
あ
る
展
望
台
か
ら
は
十
勝
平
野
を

一
望
で
き
、
隣
接
す
る
レ
ス
ト
ハ
ウ

ス
で
は
地
元
食
材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ

ー
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
中
で
も
得
に
お
勧
め
し
て
お

き
た
い
の
が
十
勝
ナ
イ
タ
イ
和
牛
カ

ル
ビ
バ
ー
ガ
ー
で
す
（
④
）。
上
士

幌
町
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
で
あ
る
十
勝
ナ

イ
タ
イ
和
牛
を
使
っ
た
も
の
で
、
野

菜
も
バ
ン
ズ
も
十
勝
産
・
上
士
幌
産

と
い
っ
た
こ
だ
わ
り
の
一
品
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
定
番
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
も
絶
品
な
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
賞

味
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

自
然
に
も
っ
と
触
れ
た
い
方
に

は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
イ
チ
オ
シ
で

す
（
⑤
）。
そ
の
中
で
も
興
味
深
い

の
は
、
旧
国
鉄
士
幌
線
の
線
路
跡
を

活
用
し
た
「
北
海
道
自
然
歩
道 

東
大

雪
の
道
」
と
い
う
コ
ー
ス
。
上
士
幌

町
鉄
道
資
料
館
か
ら
糠
平
湖
に
沿
っ

て
三
股
方
面
に
約
8
・
5
㎞
ほ
ど
歩

く
と
い
う
も
の
で
、
途
中
で
糠ぬ

か
び
ら平
湖

を
は
じ
め
と
し
た
自
然
は
も
ち
ろ
ん
、

旧
国
鉄
士
幌
線
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ア
ー

チ
橋
梁
群
、
糠
平
湖
の
水
位
で
見
え

隠
れ
す
る
幻
の
橋
「
タ
ウ
シ
ュ
ベ
ツ

川
橋
梁
」
を
見
学
で
き
た
り
し
ま
す

（
⑥
）。

手
厚
い
若
者
支
援
で

移
住
者
が
増
加
中

と
こ
ろ
で
上
士
幌
町
で
は
近
年
、

移
住
者
や
若
者
に
対
す
る
支
援
に
も

力
を
入
れ
て
お
り
、
移
住
者
た
ち
が

増
加
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。
現
に

保
育
費
や
医
療
費
（
高
校
生
ま
で
）

を
無
償
化
し
た
り
、
子
ど
も
が
い
る

家
庭
に
つ
い
て
は
住
宅
の
建
設
費
を

助
成
す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。
産
業

面
に
つ
い
て
も
酪
農
な
ど
が
好
調
で
、

雇
用
も
十
分
に
あ
る
の
が
強
み
に
な

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
全
国
的
に
人

口
減
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
中
に
あ

っ
て
、
極
め
て
珍
し
い
ケ
ー
ス
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。
こ
う
い
っ
た
多
彩

な
魅
力
や
取
り
組
み
を
確
か
め
る
た

め
に
も
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。
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ミロク会計人会からのお知らせ

MJSからのお知らせ

す
。「
M
J
S
セ
キ
ュ
ア
ス
ト
レ
ー
ジ
サ

ー
ビ
ス
」
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で

複
数
の
堅
牢
な
外
部
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に

自
動
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
い
、
大
切
な

デ
ー
タ
を
あ
ら
ゆ
る
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
守
り

ま
す
。
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
の
で
、
所
内
で
感
染
し
た
ウ
イ
ル

ス
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
由
で
業
務
デ
ー
タ

に
感
染
す
る
可
能
性
を
極
力
少
な
く
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
仮
に
パ
ソ
コ

ン
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
制
限
さ
れ
て
も
、
デ

ー
タ
の
無
事
が
担
保
さ
れ
て
い
れ
ば
、
焦

っ
て
〝
身
代
金
〞
を
支
払
う
こ
と
な
く
落

ち
着
い
て
対
応
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
現
在
、
9
月
末
ま
で
の
期
間
で
本

サ
ー
ビ
ス
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
デ
ー
タ
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
の

構
築
と
同
時
に
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

強
化
も
必
要
で
す
。M
J
S
で
は
、
怪
し

い
メ
ー
ル
を
識
別
し
、
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ

ア
感
染
リ
ス
ク
を
抑
え
る
「FortiGate

」、

個
々
の
パ
ソ
コ
ン
を
ウ
イ
ル
ス
感
染

か
ら
守
る
「Sym

antec Endpoint 

Protection

」、
不
正
サ
イ
ト
閲
覧
防
止
機

能
に
よ
っ
て
W
e
b
経
由
で
の
マ
ル
ウ
ェ

ア
感
染
を
抑
制
す
る
「SO

X
BO
X

 N
X

」

な
ど
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
担
当
の
M
J
S
支
社
・

営
業
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
脅
威
に
備
え

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
を

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
統
一
研
修
会
の

基
調
講
演
、
各
分
科
会
の
視
聴
コ
ン
テ
ン
ツ
を
配
信
中

5
月
に
世
界
各
国
で
最
大
規
模
の
サ

イ
バ
ー
攻
撃
が
発
生
し
た
こ
と
は
、
報
道

等
で
皆
様
ご
存
知
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
た
日
本
に
対

す
る
攻
撃
は
今
後
増
加
す
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
は
「
ラ
ン
サ
ム

ウ
ェ
ア
」
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
ラ
ン
サ

ム
ウ
ェ
ア
と
は
マ
ル
ウ
ェ
ア
※
の
一
種
で
、

こ
れ
に
感
染
す
る
と
パ
ソ
コ
ン
内
お
よ
び

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
フ
ァ
イ
ル
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
制
限
さ
れ
た
り
、
パ
ソ
コ
ン
自
体

が
使
用
不
能
と
な
っ
て
し
ま
い
、
解
除
の

条
件
と
し
て
〝
身
代
金
（
金
銭
の
支
払
）〞

を
要
求
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ

ア
は
、
メ
ー
ル
の
添
付
フ
ァ
イ
ル
を
開
い

た
り
、
メ
ー
ル
本
文
中
の
U
R
L
を
ク
リ

ッ
ク
す
る
と
感
染
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ

う
で
す
。
感
染
防
止
策
は
、
不
審
な
メ
ー

ル
に
注
意
す
る
、
添
付
フ
ァ
イ
ル
は
無
闇

に
開
か
な
い
、
メ
ー
ル
本
文
の
リ
ン
ク
も

開
か
な
い
な
ど
で
す
。
た
だ
し
、
今
後
ま

た
違
っ
た
形
で
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
発
生
す

る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
の
で
、
そ
の
対

策
を
講
じ
て
お
く
必
要
も
あ
り
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
の
使
用
や
フ
ァ
イ
ル
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
制
限
さ
れ
る
と
、
大
事
な
業
務

デ
ー
タ
を
扱
え
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
対

策
と
し
て
、
デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体

制
を
整
備
し
て
お
く
こ
と
が
お
勧
め
で

成
功
裏
に
終
え
た
昨
年
11
月
の
「
全
国

統
一
研
修
会 

四
国
大
会
i
n
松
山
」。
本

大
会
の
基
調
講
演
、
な
ら
び
に
各
分
科
会

の
内
容
を
音
声
と
当
日
の
写
真
を
中
心
に

編
集
し
た
視
聴
コ
ン
テ
ン
ツ
を
、
会
員
限

定
で
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

公
開
し
て
い
ま
す
。

︿
格
納
場
所
﹀

●
「
会
計
人
会
オ
ピ
ニ
オ
ン
」
内

↓
画
面
左
メ
ニ
ュ
ー
欄
「
コ
ン
テ
ン
ツ
か

ら
探
す
」
配
下
「
視
聴
コ
ン
テ
ン
ツ
」

o
r「
動
画
」
を
ク
リ
ッ
ク

↓
画
面
左
メ
ニ
ュ
ー
欄
「
製
作
者
か
ら
探

す
」
配
下
「
事
務
局
」
を
ク
リ
ッ
ク

●
「
会
員
の
部
屋
」
内

↓
「
会
員
向
け
情
報
」
を
ク
リ
ッ
ク

基
調
講
演
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
校 

材
料
物
性
工
学
科 

教
授
で
あ
り
、
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
の

※不正かつ有害に動作させる意図で作成された悪意のあるソフトウェアや悪質なコードの総称

発
明
・
開
発
で
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
さ
れ

た
中
村 

修
二
氏
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

ま
た
、
第
1
分
科
会
は
、
ミ
ロ
ク
会
計
人

会
連
合
会
・
研
修
委
員
会
の
企
画
・
運
営

の
も
と
、（
株
）
実
務
経
営
サ
ー
ビ
ス 

代

表
取
締
役
の
中
井 

誠
氏
が
、
第
2
分
科
会

は
、
徳
武
産
業
（
株
）
代
表
取
締
役
会
長

の
十
河 

孝
男
氏
が
、
第
3
分
科
会
は
、
松

山
市
立
子
規
記
念
博
物
館 

館
長
の
竹
田 

美
喜
氏
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

参
加
で
き
な
か
っ
た
方
は
当
日
の
内
容

を
余
す
こ
と
な
く
閲
覧
で
き
、
ま
た
参
加

し
た
方
が
改
め
て
視
聴
し
て
も
新
た
な
気

づ
き
が
得
ら
れ
た
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
各
動
画
の
公
開
は
本
年
10
月
末

ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
本
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、
今
秋
に
実
務
に
役
立
つ
実

践
的
な
研
修
の
動
画
を
掲
載
予
定
で
す
。

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

「会計人会オピニオン」内では、「視聴コンテ
ンツ」「動画」もしくは「事務局」をクリック

「会員の部屋」内では、「会員向け情報」をクリ
ック
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CHANNELのロゴのコンセプト

「ロードバイク」

う
人
に
う
っ
て
つ
け
な
の

が
、「
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
」
と

呼
ば
れ
る
山
登
り
の
競
技
で

す
。
平
地
と
違
っ
て
速
度
を

出
さ
な
く
て
も
済
む
た
め
、

最
近
で
は
人
気
を
集
め
て
い

ま
す
。
自
転
車
で
坂
を
登
る

と
い
う
行
為
は
た
だ
の
苦
行

の
よ
う
に
し
か
見
え
ま
せ
ん

が
、
自
分
の
足
だ
け
で
頂
上

に
到
達
し
た
と
き
の
達
成
感

は
、
何
物
に
も
代
え
難
い
も

の
で
す
（
決
し
て
M
で
は

あ
り
ま
せ
ん
）。

近
場
で
良
い
山
坂
は
な
い
か
調

べ
ま
す
と
、
隣
町
の
上
士
幌
町
に

あ
る
ナ
イ
タ
イ
高
原
が
見
つ
か
り

ま
し
た
。
ご
当
地
自
慢
で
紹
介
さ

れ
て
い
る
こ
の
町
、
ふ
る
さ
と
納

税
で
絶
大
な
人
気
を
誇
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
知
名
度
も
結
構
高
い

で
す
。

登
り
口
か
ら
約
7
㎞
、
ず
っ
と

坂
が
続
き
ま
す
。
途
中
自
分
は
一

体
何
を
し
て
い
る
の
か
と
自
問
自

答
し
な
が
ら
、
頂
上
に
到
着
。
タ

イ
ム
は
35
分
ほ
ど
。
こ
ち
ら
の
高

原
は
夏
に
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
の
大
会

も
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
、
調

べ
て
み
る
と
大
会
の
記
録
が
出
て

き
ま
し
た
。
速
い
人
で
10
分
台
後

半
、
多
く
の
方
は
20
分
台
。
う
〜

ん
、
レ
ベ
ル
が
違
い
ま
す
。
も
う

少
し
見
て
い
く
と
、
32
分
く
ら
い

の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

こ
れ
な
ら
も
う
少
し
頑
張
れ
ば
追

い
つ
け
る
か
も
…
と
思
っ
て
い
た

ら
、
シ
ニ
ア
の
部
（
70
歳
〜
！
）

で
出
場
さ
れ
て
い
る
方
で
し
た
。

恐
る
べ
し
。
ま
だ
ま
だ
修
行
が
必

要
の
よ
う
で
す
。

3
年
ほ
ど
前
、
友
人
か
ら
勧
め

ら
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
ロ
ー
ド

バ
イ
ク
に
乗
り
始
め
ま
し
た
。
決

し
て
運
動
好
き
で
は
な
い
の
で

す
が
、
性
に
合
っ
て
い
た
の
か
、

す
っ
か
り
は
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。私

の
住
ん
で
い
る
本
別
町
は
、

北
海
道
十
勝
管
内
に
あ
り
ま
す
。

十
勝
は
、
道
路
の
道
幅
は
広
く
交

通
量
も
少
な
い
の
で
、
自
転
車
で

走
る
の
に
向
い
て
い
る
土
地
だ
と

言
え
ま
す
。

し
か
し
、
い
く
ら
走
り
や
す
い

と
い
っ
て
も
ス
ピ
ー
ド
を
出
す
の

は
怖
い
も
の
で
す
。
自
転
車
事
故

で
重
症
を
負
っ
た
り
、
痛
い
思
い

も
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い

北海道中川郡本別町 　志田 達也
北海道ミロク会計人会

表紙の写真 　ご当地自慢でその魅力を存分にご紹
介した、上士幌町のバルーンフェスティ
バルの模様を収めた一枚です。爽や
かな夏の北海道の青空に、次 と々気
球が舞い上がっていく様は圧巻。雄大
な大地の中、色とりどりの気球を眺め
ながら過ごすひと時は、きっと旅のよい
思い出になることでしょう。「北の大地のバルーンフェスティバル」

（北海道上士幌町）

三国峠からの眺望です

北海道の国道でもっとも高い三国峠を登りきりました
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